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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜東病棟入室状況＞
［部屋移動］
・神田　直樹様：東Aユニット10号室→東Aユニット15号室
［転出］
・堤　ヨシヱ様：東Cユニット6号室→南Aユニット123号室

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　尚子様～10/26、11/2薄場皮膚科受診、10/29やえがき整形外科、亀井歯科受診の為外出申請している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。常に表情は硬く眼光の鋭さあり。午前開放観察開始直後、他患と口論となることみられ10分で終えている。午後開放観察中は、入浴を問題なく行う事が出来ている。独語・放歌・大声を出すなど不穏状態続いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前開放発熱無く経過。
自室にて臥床して過ごされる事多い。午後より時折自室のドアを蹴っ
ている事あるが、過度とはならず。引き続き精神症状の観察を行い、
早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。酸素飽和度93％、乾性咳嗽時折あり、呼吸苦はない。暇だと言い時折ドア蹴りをしているが、それ以外の不穏行動なく落ち着いている。朝食は不食だったが昼食全量摂取している。セフジトレン(100)3T　3×毎食後2日分処方となる。義歯破損したため食事を粥・キザミに変更となる。処方引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～水様便継続。血圧50台～90台で経過。尿混濁著明にあり、亀頭部より膿性の排出物みられている。他バイタルサイン異常無し。本日市民病院受診となっている。
・小向　静江様～エプリッチは全量摂取。本人牛乳の希望あるが牛乳とエプリッチは一緒に出せないとの事。
・夏坂　浩美様～深夜帯38.0℃台の発熱あったが日勤帯では発熱なく経過。疎通良好。体熱感と倦怠感の訴えあり。
・飯田　修子様～疎通は概ね図れているが、言動や行動にまとまりがなく、他室侵入を繰り返したり叫ぶ行為みられ他患より殴られそうになったり叫ばれることあり。日中はCユニットへ一時的に移動してもらい経過みている。移動後は訴えあるが他者トラブルなく経過。10:20不穏の為リスペリドン内用液（1）1P内服。
・杉山　千廣様～昨夜放尿や寝ている他患に尿を掛ける行為あり、一時的にAユニットで経過をみている。Aユニットでも他室侵入・放尿を繰り返す為、常に見守りや介入を要している。介入への拒否はなく対応は穏やか。

・立花　圭様～特定の他患とガンダムごっこをしてじゃれていることはあるが、興奮や不機嫌さなく落ち着いている。

・木村　格治様～自分の宗教理念を他者へ押し付けようとし口論となることがあって介入を要している。それ以外は落ち着いている。

・神田　直樹様～早朝覚醒し以後落ち着き無く経過。日中も言動にまとまりはあるが多弁・多動さ続き落ち着き無く経過。他者干渉が止められず制止介入へ被害的言動が目立つ。自分の行動を正当化し他者と口論となることがある為、頓服薬を使用したり介入を要している。また、失業保険について気にしており、SWへ確認し、ハローワークに担当者がいるため返事待ちとなっている。
・平浜　正喜様～昨日入院時は幻覚に左右された言動や行動が著しく、頓服薬を使用して
落ち着く事が出来ていた。本日覚醒後は疎通良好で落ち着いている。幻覚
のことを「朝金髪の男いなくなった、2人いたんだ、今はいねえ」と話して
いる。携帯電話とポケットWi-Fiを持参しており、主治医より許可ありBユニットで使用するよう説明し了承している。
・袴田　将志様～スタッフへの飲水要求は過度ではないが、堂々と洗面所で飲水する行為あり、介入しているが同行為時折みられ、見守りや介入を要している。無表情で応対し言葉数の少なさはあるが、妄想様の言動や多弁さはなく落ち着ている。夜間は良眠。

＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬レボトミン（25）2T追加となり、7日分処方。
・立花　圭様～臨時薬同内容で5日分処方。

・藤井　孝蔵様～持参薬、当院処方へ切り替えとなり7日分処方。
・小澤　和子様～臨時薬一部変更となり、7日分処方。
＜皮膚科診察情報＞
・杉山　千廣様～治癒したため治療終了。
・泉山　紀子様～皮膚乾燥あり、ヘパリン類似物質油性クリーム塗布の指示あり。
・中居　敬悦様～殆ど治癒している。軟膏使い切るまで処置継続。
・小向　静江様～左腸骨部潰瘍の黒色壊死組織を剪で切除している。
他同前処置。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：10月24日　19：00

　氏    名：平浜　正貴（ひらはま　まさき）様

  生年月日：昭和40年5月1日　53歳

  病    名：幻覚、妄想状態

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Ａユニット13号室

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：任意入院

　(経過）

20年前に離婚後は母親と二人暮らし。数年来無職であり生活保護を

受給し生活している。これまでの既往歴としては大腸癌の手術

（市民病院）と診断名は不明であるが精神科（市民病院）への入院

歴あり。現在は、糖尿病の診断で市民病院にて加療中である。一方

では元来の大酒家であり、大分以前から飲酒に関連した健康問題や

精神的な問題もあったようであるが、今回のように追跡妄想を呈し

たことはないと。幻視や断酒時の離脱症状の既往もあったとのこと。

数日前より不眠や不安感が悪化し、『狙われている』と行った被害

妄想と注察感などが悪化していたが、本日追跡妄想を訴えて警察署

に直接相談に行った。その後警察から当院への受診を勧められたこ

とから母親に付き添われ受診。本人からの入院希望あった事から、

同日19：00東病棟へ任意入院となる。
